
萬
葉

百

首
絵
歌
留
多

ま
ん
よ
う
ひ
や
く
し
ゆ

え

か

る

た

「
万
葉
百
首
絵
歌
留
多
」
（
以
降
、
絵
歌

留
多
）
は
関
東
大
震
災
復
興
記
念
と
し
て
主

婦
の
友
社
が
企
画
、
昭
和
二
年
に
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。

絵
歌
留
多
に
さ
れ
た
百
首
は
、
婦
人
向

け
の
雑
誌
『
主
婦
の
友
』
に
投
票
用
紙
が
刷

り
込
ま
れ
、
読
者
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま

し
た
。
あ
ら
か
じ
め
候
補
の
歌
二
百
首
が
当

時
の
歌
壇
の
十
大
家
（
佐
佐
木
信
綱
・
太

さ

さ

き

の
ぶ
つ
な

お
お

田
水
穂
・
尾
上
柴

舟
・
九

條

武
子
・
斎

た

み
ず

ほ

お

の
え
さ
い
し
ゆ
う

く

じ
よ
う
た
け

こ

さ
い

藤
茂
吉
・
土

岐

善

麿
・
若
山

牧

水
・

と
う

も

き
ち

と

き

ぜ
ん
ま
ろ

わ
か
や
ま
ぼ
く
す
い

柳

原

燁

子
・
茅
野
雅
子
・
前
田
夕
暮
）

や
な
ぎ
は
ら

よ
う
こ

ち

の

ま
さ

こ

ま
え

だ

ゆ
う
ぐ
れ

に
よ
り
、
し
ぼ
り
こ
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

三
度
の
投
票
に
よ
り
、高
点
順
に
入
選
歌
百

首
が
決
定
・
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
入
選
歌
一

首
に
つ
き
五
名
ず
つ
、計
五
百
名
に
完
成
し

た
絵
歌
留
多
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

絵
歌
留
多
の
絵
は
、日
本
画
壇
を
代
表
す

る
安
田
靫
彦
、
小

林

古
径
、
前
田
青
邨
、

や
す
だ

ゆ
き
ひ
こ

こ

ば
や
し

こ

け
い

ま
え

だ

せ
い
そ
ん

平

福

百

穗
、
野
田

九

浦
が
描
き
、
歌

ひ
ら
ふ
く

ひ
や
く
す
い

の

だ

き
ゆ
う

ほ

は
、戦
前
戦
後
に
偉
大
な
指
導
力
を
発
揮
し

た
書
家
の
尾
上
柴

舟

が
優
美
な
書
体
で

お

の
え
さ
い
し
ゆ
う

仮
名
書
き
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
木
版
に

ほ
り
、
一
枚
一
枚
手
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
尾
上
柴
舟
は
、
国
文
学
者
に

し
て
歌
人
。
当
館
の
万
葉
庭
園
に
あ
る
歌
碑

の
揮
毫
者
の
ひ
と
り
杉
岡
華
邨
氏
の
師
匠

す
ぎ
お
か

か

そ
ん

で
も
あ
り
ま
す
。

『
主
婦
の
友
』
昭
和
三
年
四
月
号
に
、
絵

歌
留
多
に
つ
い
て
諸
家
の
批
評
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

斉
藤
茂
吉
は
「
今
度
主
婦
の
友
社
か
ら
出

た
「
萬
葉
百
首
絵
か
る
た
」
と
い
う
も
の
は
、

社
で
も
非
常
な
骨
折
り
で
、満
一
ヶ
年
の
歳

月
を
費
や
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
中
略
〉
特
色
は
、
現
代
の
五
大
画
伯
の
絵

を
木
版
刷
り
に
し
て
堅
牢
な
紙
で

拵

え

け
ん
ろ
う

こ
し
ら

た
点
に
あ
る
」
と
記
載
し
て
い
ま
す
。

国
民
新
聞
社
長
の
徳
富
蘇
峰
は
「
今
そ

と
く
と
み

そ

ほ
う

の
実
物
を
見
る
に
、
あ
ま
り
に
も
立
派
に
出

来
上
が
り
て
、
と
て
も
こ
の
ま
ま
使
用
す
る

に
は
い
と
惜
し
き
心
地
す
る
」
と
評
し
て
い

ま
す
。

茅
野
雅
子
は
「
優
雅
な
美
術
品
。
美
術
品

と
し
て
充
分
に
鑑
賞
に
値
す
る
。
出
来
る
こ

と
な
ら
金
の
小
屏
風
に
で
も
張
り
ま
ぜ
て
、

朝
夕
見
て
楽
し
み
た
い
。
何
と
い
う
上
品
さ
、

優
雅
さ
で
あ
ろ
う
」
と
称
賛
し
て
い
ま
す
。

歌
人
の
生

田

蝶

介
は
「*

石
川
武
美
氏

い
く
た

ち
よ
う
す
け

が
こ
の
こ
と
を
発
案
し
、
こ
の
立
派
な
仕
事

に
か
か
っ
て
く
だ
す
っ
た
こ
と
は
流
石
だ

と
思
う
。
『
主
婦
の
友
』
の
仕
事
と
し
て
、

ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
名
筆
の
名
を
恣
に
す
る
尾
上
柴
舟
氏

に
よ
っ
て
美
し
く
書
か
れ
、
靫
彦
・
古
径
・

百
穂
・
青
邨
・
九
浦
の
五
氏
に
よ
っ
て
趣
深

い
絵
が
精
巧
な
る
木
版
に
よ
っ
て
添
え
ら

れ
た
、
純
日
本
の
味
で
あ
る
」
と
絶
賛
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
当
館
で
は
こ
の
『
萬
葉
百
首
絵
歌

留
多
』
を
画
家
ご
と
に
五
回
に
わ
た
り
、
一

般
展
示
室
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

是
非
、

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

*

石
川
武
美
（
い
し
か
わ
た
け
よ
し
）

主
婦
の
友
社
の
創
業
者
。
女
性
の
向
上
と
家
庭

の
幸
福
を
願
う
理
念
か
ら
、「
お
茶
の
水
図
書

館
」（
現
「（
一
財
）
石
川
武
美
記
念
図
書
館
」）

を
設
立
。
竹

柏

園
本
（
佐
佐
木
信
綱
氏
所
蔵

ち
く
は
く
え
ん

の
万
葉
集
関
係
の
貴
重
書
）
や
成
簣
堂
文
庫

せ
い
き
ど
う

（
徳
富
蘇
峰
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
な
ど

国
文
学

の
研
究
上
、
貴
重
な
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

○
新
着
図
書
案
内
○

☆
万
葉
こ
ゝ
ろ
旅
４

（
中
西
進
／
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
）

☆
青
木
周
平
著
作
集

上（
青
木
周
平
／
お
う
ふ
う
）

☆
よ
み
た
い
万
葉
集

（
村
田
右
富
実
／
西
日
本
出
版
社
）

☆
和
書
の
さ
ま
ざ
ま

（
国
文
学
研
究
資
料
館
／
和
泉
書
院
）

☆
古
代
の
女
性
官
僚

（
伊
集
院
葉
子
／
吉
川
弘
文
館
）

☆
平
城
京
の
住
宅
事
情（

近
江
俊
秀
／
吉
川
弘
文
館
）

☆
藤
原
鎌
足
と
阿
武
山
古
墳

（
高
槻
市
教
育
委
員
会
／
吉
川
弘
文
館
）

☆
日
本
書
紀

乾
元
本

（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
／
八
木
書
店
）

☆
天
上
の
虹

（
里
中
満
智
子
／
講
談
社
）

開
館
時
間
―
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休

館

日
―
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）
・
年
末
年
始
・
展
示
替
日

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス

白

黒
一
枚

円
10

カ
ラ
ー
一
枚

円
50

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
万
葉
図
書
・
情
報
室

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥
一
〇

０
７
４
４
―
５
４
―
１
８
５
０
（
代
）
Ｈ２７．７．２５ ＶＯＬ．４２

万
葉
図
書
・
情
報
室
だ
よ
り

号
42

萬葉絵歌留多（取札）

(絵）小林古径


